
②ごみ減量啓発事業（経済環境部資源対策課）

外部評価結果記入シート
【平成27年９月29日（火）評価対象事業分】

　各事業の評価結果（個別評価【妥当性・有効性・効率性】及び総合評価【Ａ～Ｄ】）としてどれに該当する
のか、その理由や改善すべき点等と併せてご記入ください。

外部評価員コメント（ヒアリングの結果を踏まえた意見・要望等）

①環境基本計画推進事業（経済環境部環境保全課）

委員氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

外部評価
と所見

　□市が主体的に実施すべきである　　□市と市民・民間事業者等とで協働すべきである
　□市民・民間事業者等が主体となるべきである

個
別
評
価

事業の有効性

事業の効率性

　□目標の実現に不可欠である　　□目標の実現に貢献している　　□目標の実現に繋がっていない　　

　□社会環境に適合しており、成果が上がっている　　□どちらかといえば成果が上がっている
　□社会環境に適合しておらず、成果が上がっていない

　□活動・手段は適している　　□活動・手段は概ね妥当だが、見直しの余地がある
　□活動・手段を見直す必要がある

Ａ～Ｄ

総
合
評
価

事業の妥当性

個
別
評
価

事業の妥当性

事業の有効性

事業の効率性

外部評価員コメント（ヒアリングの結果を踏まえた意見・要望等）Ａ～Ｄ

総
合
評
価

※総合評価における評価区分とその定義は、裏面に記載してありますので、ご参照ください。

外部評価
と所見

　□目標の実現に不可欠である　　□目標の実現に貢献している　　□目標の実現に繋がっていない　　

　□市が主体的に実施すべきである　　□市と市民・民間事業者等とで協働すべきである
　□市民・民間事業者等が主体となるべきである

　□社会環境に適合しており、成果が上がっている　　□どちらかといえば成果が上がっている
　□社会環境に適合しておらず、成果が上がっていない

　□活動・手段は適している　　□活動・手段は概ね妥当だが、見直しの余地がある
　□活動・手段を見直す必要がある
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③観光協会支援事業（経済環境部商工観光課）

※総合評価における評価区分とその定義は、以下のとおりです。

評価区分 定 義

Ａ 計画どおり事業を進めることが適当である

Ｂ 事業の進め方などに改善が必要である

Ｃ 事業規模・内容・実施主体の見直し、又は事業の統合の検討が必要である

Ｄ 事業の廃止・休止の検討が必要である

外部評価
と所見

個
別
評
価

事業の妥当性

　□目標の実現に不可欠である　　□目標の実現に貢献している　　□目標の実現に繋がっていない　　

　□市が主体的に実施すべきである　　□市と市民・民間事業者等とで協働すべきである
　□市民・民間事業者等が主体となるべきである

事業の有効性
　□社会環境に適合しており、成果が上がっている　　□どちらかといえば成果が上がっている
　□社会環境に適合しておらず、成果が上がっていない

事業の効率性
　□活動・手段は適している　　□活動・手段は概ね妥当だが、見直しの余地がある
　□活動・手段を見直す必要がある

総
合
評
価

Ａ～Ｄ 外部評価員コメント（ヒアリングの結果を踏まえた意見・要望等）

2/2


